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Lipset and Rokkan [1967] は西欧





al. [1984] など） 、価値観変化にそ
の理由を求める考えも現れた。Inglehart [1981] は先進国では若
年世代が物質的充足下で育ってきたため、物質主義から脱物質主義への価値観変化が起き、それが投票行動にも反映されるようになったと論じた。 だし 対脱物資質主義という価値観は、実証的には従来の左右尺度にうまく包摂されている。すなわち、有権者は物質主義が強いほど 、脱物質主義が強いほど左に自らを位置づけるのである。　
新興民主主義諸国においては、
政党制は元々凍結しておらず、亀裂と政党制の関係も弱 こと 明らかにされてい 。ラテンアメリカや東欧では、民主化開始時に存在していた政党の多くが消滅の道を辿った（
G




son [1999] ） 、民主化後も明
確な亀裂は確認されていない（K














on [2002] ） 。ただしそこでの
亀裂の形成と活性化は、エリートの連合や政治的動員により大きく規定されている。亀裂による社会の分断効果が大きい場合には政治エリートがその分断効果を抑制し、逆に政治変動期には を動員装置として利用する。アフリカ諸国では 社会における民族的裂の数が多いため 選挙では亀裂間連合を組まざるを得ず、結果として個々 亀裂の政党へ 反映度が低下するとともに（
M
ozaffar 















民族政党が代弁する「民族」の義がかなり主観的であり、民族政党は支持層拡大を狙い自らの定義を変化させるため、民族政党間の競争が両極化しないとの仮説を提示した。また新政党の性格 見分けにくい民主化移行期にお ては、亀裂政党が政 制を安定化させるという点でこれを肯定的に捉える考えもある（




Fiorina [1981] など） 。



























 [2002] ） 。
　
ミクロ分析は、有権者の政権業




et al. [2000] ） 。ただしこの手法だ
と、与野党内の多様性を考慮 入れにくい。
Brug et al. [2007] は、
各主要政党についての「支持度」と「投票の有無」を従属変数にすることにより、有権者の業績投票行動の深層に切り込んだ。 そして、責任明瞭性が低い国 おいて有権者は、①経済政策の責任を与党よりも大政党に求めること、②大政党への投票判断で過去よりも将来の経済業績を重視するこ 、などの新たな知見を導いた。　
新興民主主義国を特徴的づける
知見は、第一に経済不安定性の影響である。












Benton [2005] ） 。その理由は、毎












与野党とは別の区分がより重要な場合があることであ 共産主義から民主化した諸国では、与野党の区別を用いると業績投票が明白に現れない。 それは、 有権者にとって意味があるのは、 新体制 （政党） ・旧体制（政党）の区別だからである。このような状況で 移行経済の受益者が新興政党を、非受益者が旧体制政党をそれぞれ支持することがわかった（
Fidrm
uc 
[2000], Tucker [2006] ） 。また新
興民主主義国において、経済状況悪化の下層階級への打撃は先進民主主義国におけるよりも大きい。そのため、経済状況が悪化すると投票率が上がるとともに、 労働者・下層階級を基盤とする政党への支持が高まる（
A
guilar and Pacek 
[2000], W














agaloni [2006: 151-174] ） 。経













要因は、 「亀裂」 、 「価値観」 、 「政権業績」である。亀裂投票仮説と価値観投票仮説は、政党制が社会構造上の亀裂や価値観を反映していることを前提に、社会経済的要因の投票行動に対する影響を分析する。亀裂や は緩 かに変化するので、投票行動を比較的長期的視点で説明する。亀裂 先進民主義諸国で近年その影響力が低下傾向にあるうえ、東欧 ラテンアメリカにおいても顕著 はなく、 投票行動を制約 力も弱い価値観投票仮説は亀裂投票仮 に代わって台頭したが、脱工業化的な社会変化を経験した国 ついてもっぱら有効である。 だしそのような国についても 分析の際は亀裂と価値観を統合した左右尺度が用いられてきた。　
業績仮説は、与党の選挙時の経
済業績についての客観的指標ないし有権者の評価から与党支持率ないし有権者個人の与党支持を説明する。ここには、愛着、忠誠心、帰属意識などの長期的心理要因で
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